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            死因究明等推進基本法の公布について（通知） 

 

死因究明等に関する施策の基本となる事項を定めるとともに、死因究明等推

進本部を設置すること等により、死因究明等に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するため、死因究明等推進基本法（令和元年法律第 33 号）が、６月 12

日、別添のとおり公布され、令和２年４月１日から施行されることとされたと

ころである。主な内容は下記のとおりであるが、地方公共団体における取組も

規定されていることから、これらについて十分御了知の上、関係者、関係団体

等に対し、その周知徹底を図っていただくなど、本法律の円滑な施行について

特段の御配慮をお願いする。 

記 

１  主な内容 

(1) 目的（第１条関係） 

死因究明及び身元確認（以下「死因究明等」という。）に関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって安全で安心して暮らせる社会及び生命が

尊重され個人の尊厳が保持される社会の実現に寄与することを目的とする

こと。 

(2) 基本理念（第３条関係） 

ア 死因究明等の推進は、①生命の尊重・個人の尊厳の保持につながるこ

と、②人の死亡に起因する紛争を未然に防止し得ること、③国民生活の

安定及び公共の秩序の維持に資すること、④医学、歯学等に関する専門

的科学的知見に基づいて、診療上の情報も活用しつつ、客観的かつ中立



公正に行われなければならないこととの基本的認識の下に、死因究明等

が地域にかかわらず等しく適切に行われるよう、死因究明等の到達すべ

き水準を目指し、死因究明等に関する施策について達成すべき目標を定

めて、行われるものとすること。 

イ  死因究明の推進は、①死因究明により得られた知見が公衆衛生の向上

及び増進に資する情報として広く活用されるとともに、②災害、事故、

犯罪、虐待等が発生した場合における死因究明がその被害の拡大及び再

発の防止等の実施に寄与することとなるよう、行われるものとするこ

と。 

(3)  国の責務（第４条関係） 

国は、第３条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、死因

究明等に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有すること。 

 (4)  地方公共団体の責務（第５条関係） 

地方公共団体は、基本理念にのっとり、死因究明等に関する施策に関

し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の状況に

応じた施策を策定し、及び実施する責務を有すること。 

(5)  大学の責務（第６条関係） 

大学は、基本理念にのっとり、大学における死因究明等に関する人材の

育成及び研究を自主的かつ積極的に行うよう努めるものとすること。 

(6)  連携協力（第７条関係） 

国、地方公共団体、大学、医療機関、関係団体、医師、歯科医師その他

の死因究明等に関係する者は、死因究明等に関する施策が円滑に実施され

るよう、相互に連携を図りながら協力しなければならないこと。 

(7)  基本的施策（第 10～18 条関係） 

   国及び地方公共団体は、以下に掲げる事項に必要な施策を講ずるものと

すること。 

ア 死因究明等に係る医師、歯科医師等の人材の育成、資質の向上、適切

な処遇の確保 

イ 死因究明等に従事する警察官、海上保安官等の人材育成及び資質の向

上 

ウ 死因究明等に関する教育及び研究の拠点の整備 

エ 死因究明等を行う専門的な機関の全国的な整備 

オ 警察等における死因究明等の実施体制の充実 

カ 死体の検案及び解剖等の実施体制の充実 



キ 死因究明のための死体の科学調査の活用 

ク 身元確認のための死体の科学調査の充実及び身元確認に係るデータベ

ースの整備 

ケ 死因究明により得られた情報の活用及び遺族等に対する説明の促進 

コ 情報の適切な管理 

(8)  死因究明等推進計画（第 19 条関係） 

ア 政府は、死因究明等に関する施策に関する推進計画（以下「死因究明

等推進計画」という。）を定めなければならないこと。 

イ 死因究明等推進計画は、①死因究明等の到達すべき水準その他の基本

的な事項、②死因究明等に関し講ずべき施策、③①及び②のほか、死因

究明等に関する施策を推進するために必要な事項について定めるものと

すること。   

ウ 厚生労働大臣は、死因究明等推進計画の案につき閣議の決定を求めな

ければならないこと。 

エ 政府は、死因究明等に関する施策の進捗状況等を踏まえ、３年に１

回、死因究明等推進計画に検討を加え、必要があると認めるときは、こ

れを変更しなければならないこと。 

(9)  死因究明等推進地方協議会（第 30 条関係） 

地方公共団体は、その地域の状況に応じて、死因究明等を行う専門的な

機関の整備その他の死因究明等に関する施策の検討を行うとともに、当該

施策の実施を推進し、その実施の状況を検証し、及び評価するための死因

究明等推進地方協議会を設けるよう努めるものとすること。 

３  施行期日等 

(1) 施行期日（附則第１条） 

   令和２年４月１日 

(2)  検討（附則第２条） 

国は、この法律の施行後３年を目途として、死因究明等により得られた

情報の一元的な集約及び管理を行う体制、子どもが死亡した場合における

その死亡の原因に関する情報の収集、管理、活用等の仕組み、あるべき死

因究明等に関する施策に係る行政組織、法制度等の在り方その他のあるべ

き死因究明等に係る制度について検討を加えるものとすること。 
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総
則

総
則
（
第
一

条
ー
第
九
条）

基
本
的
施
策
（
第
十
条
ー
第
十
八
条）

死
因
究
明
等
推
進
計
画
（
第
十
九
条）

死
因
究
明
等
推
進
本
部
（
第
二
十
条
ー
第
二
十
九
条）

死
因
究
明
等
推
進
地
方
協
議
会
（
第
三
十
条）

医
療
の
提
供
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
者
の
死
因
究
明
に
係
る
制
度
（
第
三
十
一

条）

目
次第

一

章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

附
則

第
一

章

（
目
的）

第
一

条

こ
の
法
律
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
関
し、

基
本
理
念
を
定
め、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
責

務
を
明
ら
か
に
し、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め、

並
び
に
死
因
究
明
等
に
関
す
る
施

策
に
関
す
る
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に、
死
因
究
明
等
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し、

も
っ
て
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
及
び
生

命
が
尊
重
さ
れ
個
人
の
尊
厳
が
保
持
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

（
定
義）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
死
因
究
明」

と
は、

死
亡
に
係
る
診
断
若
し
く
は
死
体
（
妊
娠
四
月
以
上
の
死
胎
を

含
む。

以
下
同
じ。）
の
検
案
若
し
く
は
解
剖
又
は
そ
の
検
視
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
そ
の
死
亡
の
原
因、

推
定
年
月

日
時
及
び
場
所
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
い
う。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
身
元
確
認」

と
は、

死
体
の
身
元
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
い
う。

3

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
死
因
究
明
等]

と
は、

死
因
究
明
及
び
身
元
確
認
を
い
う。

（
基
本
理
念）

第
三
条

死
因
究
明
等
の
推
進
は、

次
に
掲
げ
る
死
因
究
明
等
に
関
す
る
基
本
的
認
識
の
下
に、

死
因
究
明
等
が
地
域

に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う、

死
因
究
明
等
の
到
達
す
べ
き
水
準
を
目
指
し、

死
因
究
明
等
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
達
成
す
べ
き
目
標
を
定
め
て、

行
わ
れ
る
も
の
と
す
る。

一

死
因
究
明
が
死
者
の
生
存
し
て
い
た
最
後
の
時
点
に
お
け
る
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み、

死
者
及
び
そ
の
遺
族
等
の
権
利
利
益
を
踏
ま
え
て
こ
れ
を
適
切
に
行
う
こ
と
が、

生
命
の
尊
重
と
個
人
の
尊

厳
の
保
持
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と。

法
律
第
三
十
三
号

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法

令
和
元
年
六
月
十
二
日

御

名

御

璽

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

(別 添)
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二

死
囚
究
明
の
適
切
な
実
施
が、

遣
族
等
の
理
解
を
得
る
こ
と
等
を
通
じ
て
人
の
死
亡
に
起
因
す
る
紛
争
を
末
然

に
防
止
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と。

三

身
冗
確
認
の
適
切
な
実
施
が、

遣
族
等
に
死
亡
の
事
実
を
知
ら
せ
る
こ
と
等
を
通
じ
て
生
命
の
尊
重
と
個
人
の

尊
厳
の
保
持
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に、

国
民
生
活
の
安
定
及
び
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と。

四

死
因
究
明
等
が、

医
学、

歯
学
等
に
関
す
る
専
門
的
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て、

診
療
に
お
い
て
得
ら
れ
た
情

報
も
活
用
し
つ
つ、

客
観
的
か
つ
中
立
公
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と。

2

死
因
究
明
の
推
進
は、

高
齢
化
の
進
展、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
つ

つ、

死
因
究
明
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
が
疾
病
の
予
防
及
び
治
療
を
は
じ
め
と
す
る
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に

資
す
る
情
報
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う、

行
わ
れ
る
も
の
と
す
る。

3

死
因
究
明
の
推
進
は、

災
害、

事
故、

犯
罪、

虐
待
そ
の
他
の
市
民
生
活
に
危
害
を
及
ぼ
す
事
象
が
発
生
し
た
場

合
に
お
け
る
死
因
究
明
が
そ
の
被
害
の
拡
大
及
び
予
防
可
能
な
死
亡
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
再
発
の
防
止
そ
の
他
適

切
な
措
置
の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う、

行
わ
れ
る
も
の
と
す
る。

（
国
の
責
務）

第
四
条

国
は、

前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念」

と
い
う。）
に
の
っ
と
り、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
策
定
し、

及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務）

第
五
条

地
方
公
共
団
体
は、

基
本
理
念
に
の
っ
と
り、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
関
し、

国
と
の
適
切
な
役
割

分
担
を
踏
ま
え
て、

そ
の
地
方
公
共
団
体
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し、

及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る。（
大
学
の
責
務）

第
六
条

大
学
は、

基
本
理
念
に
の
っ
と
り、

大
学
に
お
け
る
死
因
究
明
等
に
関
す
る
人
材
の
育
成
及
び
研
究
を
自
主

的
か
つ
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る。

（
連
携
協
力）

第
七
条

国、

地
方
公
共
団
体、

大
学、

医
療
機
関、

関
係
団
体、

医
師、

歯
科
医
師
そ
の
他
の
死
因
究
明
等
に
関
係

す
る
者
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う、

相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い。

（
法
制
上
の
措
置
等）

第
八
条

政
府
は、

こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め、

必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

（
年
次
報
告）

第
九
条

政
府
は、

毎
年、

国
会
に、

政
府
が
講
じ
た
死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い。

第
二
章

基
本
的
施
策

（
死
因
究
明
等
に
係
る
人
材
の
育
成
等）

第
十
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う、

医
師、

歯
科
医
師
等
の
養
成
課
程
に
お
け
る
死
因
究
明
等
に
関
す
る
教
育
の
充
実、

死
因
究
明
等
に
係
る

医
師、

歯
科
医
師
等
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の
死
因
究
明
等
に
係
る
医
師、

歯
科
医
師
等
の
人
材
の
育
成
及
び
資
質

の
向
上
並
び
に
そ
の
適
切
な
処
遇
の
確
保
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

2

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

警
察
等
（
警
察
そ
の
他
そ
の
職
員
が
司
法
警
察
職
員
と
し
て
死
体
の
取
扱
い
に
関
す

る
業
務
を
行
う
機
関
を
い
う。

以
下
同
じ。）
に
お
け
る
死
因
究
明
等
が
正
確
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う、

死
因
究

明
等
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
警
察
官、

海
上
保
安
官
及
び
海
上
保
安
官
補
等
の
人
材
の
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
死
因
究
明
等
に
関
す
る
教
育
及
び
研
究
の
拠
点
の
整
備）

第
十
一
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
専
門
的
教
育
を
受
け
た
人
材
の
確
保
及
び
研
究
の
蓄

積
が
精
度
の
高
い
死
因
究
明
等
の
実
施
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み、

大
学
等
に
お
け
る
死
因
究
明
等
に

関
す
る
教
育
研
究
施
設
の
整
備
及
び
充
実
そ
の
他
の
死
因
究
明
等
に
関
す
る
教
育
及
び
研
究
の
拠
点
の
整
備
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
死
因
究
明
等
を
行
う
専
門
的
な
機
関
の
全
国
的
な
整
備）

第
十
二
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
因
究
明
等
が
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う、

相
互

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
つ
つ、

法
医
学、

歯
科
法
医
学
等
に
関
す
る
知
見
を
活
用
し
て
死
因
究
明
等
を
行
う

専
門
的
な
機
関
を
全
国
的
に
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
警
察
等
に
お
け
る
死
因
究
明
等
の
実
施
体
制
の
充
実）

第
十
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

警
察
等
に
お
け
る
死
因
究
明
等
が
正
確
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う、

警
察

等
に
お
け
る
死
体
に
係
る
捜
査、

検
視、

死
因
及
び
身
元
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
等
の
実
施
体
制
の
充
実
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
死
体
の
検
案
及
び
解
剖
等
の
実
施
体
制
の
充
実）

第
十
四
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

医
師
等
に
よ
る
死
体
の
解
剖
が
死
因
究
明
を
行
う
た
め
の
方
法
と
し
て
最
も

有
効
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ、

医
師
等
が
行
う
死
因
究
明
が
正
確
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う、

医
師

等
に
よ
る
死
体
の
検
案
及
び
解
剖
等
の
実
施
体
制
の
充
実
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
死
因
究
明
の
た
め
の
死
体
の
科
学
調
査
の
活
用）

第
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
因
究
明
の
た
め
の
死
体
の
科
学
調
査
（
死
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
死
体

に
対
し
て
行
う
病
理
学
的
検
査、

薬
物
及
び
毒
物
に
係
る
検
査、

死
亡
時
画
像
診
断
（
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装
置
そ

の
他
の
画
像
に
よ
る
診
断
を
行
う
た
め
の
装
置
を
用
い
て、

死
体
の
内
部
を
撮
影
し
て
死
亡
の
原
因
を
診
断
す
る
こ

と
を
い
う。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ。）
そ
の
他
の
科
学
的
な
調
査
を
い
う。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ。）
の

有
用
性
に
鑑
み、

病
理
学
的
検
査
並
び
に
薬
物
及
び
毒
物
に
係
る
検
査
の
実
施
体
制
の
整
備、

死
因
究
明
に
関
係
す

る
者
の
間
に
お
け
る
死
亡
時
画
像
診
断
を
活
用
す
る
た
め
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
死
因
究
明
の
た
め
の

死
体
の
科
学
調
査
の
活
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
c

（
身
元
確
認
の
た
め
の
死
体
の
科
学
調
査
の
充
実
及
び
身
元
確
認
に
係
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備）

第
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

身
元
確
認
の
た
め
の
死
体
の
科
学
調
査
（
身
元
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
死
体

に
対
し
て
行
う
遣
伝
子
構
造
の
検
査、

歯
牙
の
調
査
そ
の
他
の
科
学
的
な
調
査
を
い
う。）
が
大
規
模
な
災
害
時
は
も

と
よ
り
平
時
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み、

そ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に、

歯
科
診
療
に
関
す
る

情
報
の
標
準
化
の
促
進
並
び
に
当
該
標
準
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
複
製
の
作
成、

蓄
積
及
び
管
理
そ
の
他
の
身
元
確
認

に
係
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
死
因
究
明
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
活
用
及
び
遺
族
等
に
対
す
る
説
明
の
促
進）

第
十
七
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
よ
う、

死
者
及
び
そ

の
遺
族
等
の
権
利
利
益
に
配
慮
し
つ
つ、

警
察
等、

法
医
学
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
医
師
又
は
歯

科
医
師、

診
療
に
従
事
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師、

保
健
師、

看
護
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
等
が
死
因
究
明
に
よ

り
得
ら
れ
た
情
報
を
相
互
に
共
有
し、

及
び
活
用
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る。

2

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

遺
族
等
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
つ
つ、
死
因
究
明
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
を
適
時
に、

か
つ、

適
切
な
方
法
で
遣
族
等
に
説
明
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

（
情
報
の
適
切
な
管
理）

第
十
八
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、

死
者
及
び
そ
の
遺
族
等
の
権
利
利
益
に
配
慮
し
て、

死
因
究
明
等
に
よ
り
得

ら
れ
た
情
報
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

第
三
章

死
因
究
明
等
推
進
計
画

第
十
九
条

政
府
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め、

死
因
究
明
等
に
関

す
る
施
策
に
関
す
る
推
進
計
画
（
以
下
「
死
因
究
明
等
推
進
計
画」

と
い
う。）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

2

死
因
究
明
等
推
進
計
画
は、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る。

一

死
因
究
明
等
の
到
達
す
べ
き
水
準、

死
因
究
明
等
の
施
策
に
関
す
る
大
綱
そ
の
他
の
基
本
的
な
事
項

二

死
因
究
明
等
に
関
し
請
ず
べ
き
施
策

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
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3

死
因
究
明
等
推
進
計
画
に
定
め
る
前
項
第
二
号
の
施
策
に
つ
い
て
は、

原
則
と
し
て、

当
該
施
策
の
具
体
的
な
目

標
及
び
そ
の
達
成
の
時
期
を
定
め
る
も
の
と
す
る。

4

厚
生
労
働
大
臣
は、

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

5

厚
生
労
働
大
臣
は、

閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は、

遅
滞
な
く、

死
因
究
明
等
推
進
計
画
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。

6

政
府
は、

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め、

そ
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
関
し
必
要
な
資
金

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

7

政
府
は、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え、

三
年
に
一

回、

死
因
究
明
等
推
進
計
画
に
検

討
を
加
え、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は、

こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

8

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は、

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る。

第
四
章

死
因
究
明
等
推
進
本
部

（
設
置
及
び
所
掌
事
務）

第
二
十
条

厚
生
労
働
省
に、

特
別
の
機
関
と
し
て、

死
因
究
明
等
推
進
本
部
（
以
下
「
本
部」

と
い
う。）
を
置
く。

2

本
部
は、

次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る。

一

死
因
究
明
等
推
進
計
画
の
案
を
作
成
す
る
こ
と。

―
―

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
必
要
な
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調
整
を
す
る
こ
と。

＿―-

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

と
と
も
に、

死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
実
施
を
推
進
し、

並
び
に
そ
の
実
施
の
状
況
を
検
証
し、

評
価
し、

及
び
監
視
す
る
こ
と。

（
組
織）

第
二
十
一

条

本
部
は、

死
因
究
明
等
推
進
本
部
長
及
び
死
因
究
明
等
推
進
本
部
員
十
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る。

（
死
因
究
明
等
推
進
本
部
長）

｀

第
二
十
二
条

本
部
の
長
は、

死
因
究
明
等
推
進
本
部
長
（
以
下
「
本
部
長」
と
い
う。）
と
し、
厚
生
労
働
大
臣
を
も
っ

て
充
て
る。

（
死
因
究
明
等
推
進
本
部
員）

第
二
十
三
条

本
部
に、

死
囚
究
明
等
推
進
本
部
員
（
以
下
「
本
部
員
l

と
い
う。）
を
置
く。

2
，

本
部
員
は、

次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る。

一

厚
生
労
働
大
臣
以
外
の
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら、

厚
生
労
働
大
臣
の
申
出
に
よ
り、

内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す

る
者

＿
一

死
因
究
明
等
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら、

厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
者

3

前
項
第
二
号
の
本
部
員
は、

非
常
勤
と
す
る。

（
専
門
委
員）

第
二
十
四
条

本
部
に、

専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め、

専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る。

2

専
門
委
員
は、

学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら、

厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る。

（
幹
事）

第
二
十
五
条

本
部
に、

幹
事
を
置
き、

関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら、

厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る。

2

幹
事
は、

本
部
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て、

本
部
長
及
び
本
部
員
を
助
け
る。

（
資
料
提
出
の
要
求
等）

第
二
十
六
条

本
部
はゞ

そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は、

関
係
行
政
機
関
の
長
に

対
し、

資
料
の
提
出、

意
見
の
開
陳、

説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る。

2

本
部
は、

そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は、

前
項
に
規
定
す
る
者
以
外

の
者
に
対
し
て
も、

必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る。

（
本
部
の
運
営
の
在
り
方）

第
二
十
七
条

本
部
の
運
営
に
つ
い
て
は、

第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
本
部
員
の
有
す
る
知
見
が
積
極
的
に
活
用

さ
れ、

本
部
員
の
間
で
充
実
し
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う、

配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

（
事
務
局）

第
二
十
八
条

本
部
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め、

本
部
に
事
務
局
を
置
く。

2

事
務
局
に、

事
務
局
長
の
ほ
か、

所
要
の
職
員
を
置
く。

3

事
務
局
長
は、

関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る。

4

事
務
局
長
は、

本
部
長
の
命
を
受
け
て、

局
務
を
掌
理
す
る。

（
政
令
へ
の
委
任）

第
二
十
九
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か、

本
部
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は、

政
令
で
定
め
る。

第
五
章

死
因
究
明
等
推
進
地
方
協
議
会

第
三
十
条

地
方
公
共
団
体
は、

そ
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て、

死
因
究
明
等
を
行
う
専
門
的
な
機
関
の
整
備
そ
の
他

の
死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に、

当
該
施
策
の
実
施
を
推
進
し、

そ
の
実
施
の
状
況
を
検

証
し、

及
び
評
価
す
る
た
め
の
死
因
究
明
等
推
進
地
方
協
議
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る。

第
六
章

医
療
の
提
供
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
者
の
死
因
究
明
に
係
る
制
度

第
三
十
一

条

医
療
の
提
供
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
者
の
死
因
究
明
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
は、

別
に
法
律
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る。

附

則

（
施
行
期
日）

第
一

条

こ
の
法
律
は、

令
和―
―
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る。

（
検
討）

第
二
条

国
は、

こ
の
法
律
の
施
行
後一＿一
年
を
目
途
と
し
て、

死
因
究
明
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
一

元
的
な
集
約

及
び
管
理
を
行
う
体
制、

子
ど
も
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
死
亡
の
原
因
に
関
す
る
情
報
の
収
集、

管
理、

活
用
等
の
仕
組
み、

あ
る
べ
き
死
因
究
明
等
に
関
す
る
施
策
に
係
る
行
政
組
織、

法
制
度
等
の
在
り
方
そ
の
他
の
あ

る
べ
き
死
因
究
明
等
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
と
す
る。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一

部
改
正）

第
三
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
九
十
七
号）

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る。

目
次
中
「
第
十
六
条
の
二」

の
下
に
「
ー
第
十
六
条
の
四]

を
加
え
る。

第
四
条
第
一

項
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る。

十
六
の
二

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
三
号）

第
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
死
因
究

明
等
推
進
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と。

第
十
六
条
の―
一
の
見
出
し
を
「（
設
置）
」
に
改
め、

同
条
第
一

項
中
「
自
殺
総
合
対
策
会
議」

を
一
次
の
と
お
り」

に
改
め、

同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る。

死
囚
究
明
等
推
進
本
部

自
殺
総
合
対
策
会
議

第
十
六
条
の―
―
第
二
項
を
削
り、

第一＿一
章
第
四
節
中
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る。

（
死
囚
究
明
等
推
進
本
部）

第
十
六
条
の
三

死
因
究
明
等
推
進
本
部
に
つ
い
て
は、
死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む。）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る。

（
自
殺
総
合
対
策
会
議）

第
十
六
条
の
四

自
殺
総
合
対
策
会
議
に
つ
い
て
は、

自
殺
対
策
基
本
法
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む。）
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る。

第
十
八
条
第
一

項
中
「
第
十
七
号
ま
で」

を
「
第
十
六
号
ま
で、

第
十
七
号」

に
改
め
る。

厚
生
労
働
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

根
本

安
倍

匠
晋
三
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